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国
土
交
通
省
は
九
月
九

日
、
東
京
・
霞
が
関
の
同
省

会
議
室
で
平
成
二
十
八
年
度

国
土
交
通
大
臣
賞
「
循
環
の

平
成
二
十
五
年
五
月
に
閣

議
決
定
さ
れ
た
廃
棄
物
処
理

施
設
整
備
計
画
で
は
平
成
二

十
九
年
度
ま
で
に
浄
化
槽
処

理
人
口
普
及
率
を
一
二
％
ま

で
引
き
上
げ
る
と
の
目
標
を

み
ち
下
水
道
賞
」
表
彰
式
を

開
催
し
た
。
注
目
の
グ
ラ
ン

プ
リ
は
堺
市
の
「
熱
源
、
水

源
、
地
域
資
源
に
下
水
再
生

水
を
フ
ル
活
用｣

が
獲
得
し
、

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
四
部

門
で
九
件
を
表
彰
し
た
。

同
賞
は
健
全
な
水
循
環
や

資
源
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
循
環
な

ど
持
続
的
発
展
が
可
能
な
社

掲
げ
て
い
る
。
平
成
二
十
六

年
一
月
に
は
環
境
省
、
国
土

交
通
省
、
農
林
水
産
省
の
汚

水
処
理
関
係
三
省
共
同
で

「
持
続
的
な
汚
水
処
理
シ
ス

テ
ム
構
築
に
向
け
た
都
道
府

会
の
構
築
に
貢
献
す
る
優
れ

た
取
り
組
み
を
表
彰
。
今
年

で
九
回
目
を
迎
え
る
。

表
彰
式
は
二
〇
一
六
年
度

ミ
ス
日
本
「
水
の
天
使
」
の

須
藤
櫻
子
さ
ん
の
司
会
で
石

井
啓
一
国
交
相
が
あ
い
さ
つ

に
立
ち
「
受
賞
者
の
皆
さ
ま

は
官
民
連
携
や
老
朽
化
対
策

な
ど
に
創
意
工
夫
を
凝
ら

県
構
想
策
定
マ
ニ
ュ
ア
ル
」

し
、
下
水
道
の
進
化
に
寄
与

さ
れ
た
。
今
後
も
世
界
を
リ

ー
ド
す
る
先
進
的
な
取
り
組

み
を
期
待
す
る
」
と
述
べ
、

表
彰
状
を
授
与
し
た
。

グ
ラ
ン
プ
リ

▽
堺
市
「
熱
源
、
水
源
、
地

域
資
源
に
下
水
再
生
水
を
フ

ル
活
用
」

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
部
門

を
整
備
し
、
今
後
十
年
程
度

で
汚
水
処
理
の
全
国
的
な
概

成
を
め
ざ
す
と
明
示
し
た
。

し
か
し
浄
化
槽
の
普
及
率
は

約
九
％
と
横
ば
い
で
推
移
し

て
お
り
、
当
初
の
目
標
達
成

は
困
難
な
状
況
だ
。
こ
の
た

め
今
年
三
月
に
「
今
後
の
浄

化
槽
の
あ
り
方
に
関
す
る
懇

談
会
」
が
ま
と
め
た
提
言
で

は
速
や
か
に
新
た
な
普
及
戦

略
を
検
討
す
る
よ
う
求
め
て

い
た
。

今
回
新
設
さ
れ
た
検
討
会

は
学
識
者
や
市
町
村
、
業
界

▽
横
浜
市
「
パ
ワ
ー
ト
レ
イ

ン
チ
ー
ム
に
よ
る
国
際
貢
献

活
動
」
▽
新
潟
市
「
下
水
熱

を
利
用
し
た
歩
道
融
雪
」

レ
ジ
リ
エ
ン
ト
部
門

団
体
の
代
表
ら
で
構
成
。
社

会
情
勢
の
変
化
を
踏
ま
え
た

浄
化
槽
普
及
促
進
策
な
ど
を

検
討
し
、
次
期
廃
棄
物
処
理

施
設
整
備
計
画
の
基
盤
と
な

る
普
及
戦
略
を
構
築
す
る
。

初
会
合
で
は
中
井
徳
太
郎

同
省
廃
棄
物
・
リ
サ
イ
ク
ル

対
策
部
長
が
あ
い
さ
つ
に
立

ち
「
わ
が
国
の
汚
水
処
理
人

口
普
及
率
は
八
九
％
を
超
え

て
い
る
が
、
い
ま
だ
に
千
三

百
万
人
の
方
々
が
汚
水
処
理

施
設
の
整
備
を
必
要
と
し
て

い
る
。
個
別
処
理
シ
ス
テ
ム

と
し
て
経
済
的
な
浄
化
槽
は

地
方
を
中
心
と
し
た
未
整
備

地
域
を
解
消
す
る
重
要
な
担

い
手
と
認
識
し
て
い
る
。
皆

さ
ま
か
ら
忌
憚
の
な
い
ご
意

見
を
い
た
だ
き
、
実
り
多
い

戦
略
を
打
ち
立
て
た
い
」
と

述
べ
、
積
極
的
な
取
り
組
み

を
促
し
た
。

こ
の
あ
と
浄
化
槽
の
普
及

状
況
や
地
方
自
治
体
に
お
け

る
取
り
組
み
の
現
状
、
浄
化

槽
整
備
に
関
す
る
将
来
予
測

な
ど
を
め
ぐ
っ
て
活
発
に
意

見
交
換
。
普
及
の
柱
と
な
る

市
町
村
設
置
型
に
つ
い
て
は

▽
大
阪
府
「
下
水
道
と
河
川

の
一
体
的
整
備
に
よ
る
浸
水

対
策
効
果
の
発
現
」
▽
熊
本

市
「
熊
本
地
震
に
お
け
る
マ

ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
の
活
用
」

ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
部
門

▽
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
ラ
イ
ニ
ン

グ
工
法
協
会
「
リ
サ
イ
ク
ル

可
能
な
材
料
を
用
い
た
管
更

生
技
術
」
▽
公
益
財
団
法
人

長
野
県
下
水
道
公
社
「
下
水

道
公
社
を
活
用
し
た
下
水
道

事
業
の
広
域
化
・
共
同
化
」

広
報
・
教
育
部
門

▽
神
奈
川
県
立
大
師
高
等
学

①
事
務
作
業
の
増
大
②
財
政

負
担
の
増
大
③
浄
化
槽
設
置

工
事
と
排
水
設
備
工
事
の
一

体
工
事
が
困
難
④
設
置
申
請

か
ら
施
工
ま
で
の
手
続
き
期

間
が
長
い

な
ど
の
課
題

を
確
認
し
た
。

検
討
会
の
委
員
は
次
の
と

お
り
。

▽
眞
柄
泰
基
北
海
道
大
学

公
共
政
策
学
研
究
セ
ン
タ
ー

研
究
員
（
座
長
）
▽
浅
野
和

仁
富
田
林
市
上
下
水
道
部
理

事
（
全
国
浄
化
槽
推
進
市
町

村
協
議
会
推
薦
委
員
）
▽
安

達
明
久
常
葉
大
学
経
営
学
部

経
営
学
科
教
授
▽
小
川
浩
常

葉
大
学
社
会
環
境
学
部
教
授

▽
笠
松
拓
史
北
海
道
大
学
公

共
政
策
大
学
院
教
授
▽
川
村

清
史
元
埼
玉
大
学
大
学
院
理

工
学
研
究
科
教
授
▽
川
本
昭

夫
和
歌
山
県
浄
化
そ
う
協
会

専
務
理
事
（
全
国
浄
化
槽
団

体
連
合
会
推
薦
委
員
）
▽
木

曽
祥
秋
豊
橋
技
術
科
学
大
学

名
誉
教
授
▽
国
安
克
彦
公
益

財
団
法
人
日
本
環
境
整
備
教

育
セ
ン
タ
ー
理
事
▽
堀
尾
明

宏
群
馬
工
業
高
等
専
門
画
工

環
境
都
市
工
学
科
教
授

校
、川
崎
市
、下
水
道
広
報
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
、
管
路
情

報
活
用
有
限
責
任
事
業
組

合
、メ
タ
ウ
ォ
ー
タ
ー
㈱｢

キ

ャ
リ
ア
教
育
を
意
識
し
た
夏

季
連
携
講
座
『
下
水
道
マ
ニ

ア』｣

▽
伊
勢
市｢

お
伊
勢
さ

ん
の
美
し
い
水
環
境
の
創

出｣
▽｢

下
水
道
の
ひ
み
つ｣

制
作
チ
ー
ム
（
公
益
社
団
法

人
日
本
下
水
道
協
会
、
㈱
学

研
プ
ラ
ス
、
㈱
Ｙ
Ｈ
Ｂ
編
集

企
画
、
漫
画
家
ひ
ろ
ゆ
う

こ)｢

学
習
漫
画
『
下
水
道
の

ひ
み
つ
』
の
制
作
・
発
刊
」
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環
境
省
は
九
月
六
日
、
東
京
・
新
橋
の
Ｔ
Ｋ
Ｐ
新
橋
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
セ
ン
タ
ー
で
第
一
回
「
浄
化
槽
普
及
戦

略
検
討
会
」
（
座
長
・
眞
柄
泰
基
北
海
道
大
学
公
共
政
策
学
研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
員
）
を
開
催
し
た
。
浄
化
槽
普

及
率
が
横
ば
い
で
推
移
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
将
来
推
計
や
単
独
処
理
浄
化
槽
の
転
換
、
助
成
制
度
の
あ
り
方
な

ど
未
普
及
解
消
に
向
け
た
課
題
に
つ
い
て
論
議
し
、
新
た
な
汚
水
処
理
普
及
シ
ナ
リ
オ
を
描
く
。
ワ
ー
キ
ン
グ
グ

ル
ー
プ
を
設
け
て
個
人
へ
の
働
き
か
け
や
公
共
関
与
の
推
進
策
な
ど
を
練
り
上
げ
る
方
針
だ
。
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中井部長

有識者が集い初会合
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